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北海道駒ヶ岳 1640 年噴火に伴う山体崩壊堆積物の海域における分布調査 
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北海道駒ヶ岳火山 1640 年山体崩壊の海中に堆積した岩屑なだれ堆積物の分布を再検討するために北海道茅部郡

鹿部町沖を測深機とサイドスキャンソナーによる測深及び地形解析を行った．調査の結果，明瞭な流山地形が確認
され，その流山は分布先端部で少なくなる傾向がある．また堆積物先端では末端崖と考えられる地形が存在する．
これら末端崖と思われる地形及び流山の分布から海中に分布する 1640 年山体崩壊による岩屑なだれ堆積物の分布
を推定した．得られた分布は，主方向が北東方向と東方向の双頭状となり，その分布面積は 100 km2 であり，陸上
部分の岩屑なだれ堆積物の分布面積を合わせると総分布面積は 150 km2 となる． 
 
 
北海道駒ヶ岳火山（以下，駒ヶ岳と略）の 1640 年噴火は，最初にまず山体崩壊が起き，その崩壊物は海域に流

入して津波を発生させた（勝井・他，1975）．津波の原因となった岩屑なだれの堆積物は，海底でも確認されてお
り，一部では明瞭な流山地形を示していることがわかっている（鹿部町漁業組合，1991）．しかしながら，この岩
屑なだれ堆積物の最大到達点や分布は明らかにされていない．海域に流入した岩屑なだれの分布を調べ，崩壊量を
見積もることは，特に歴史時代の津波を復元するためには最も重要と思われる（Nishimura and Satake, 1993）．
1640 年の駒ヶ岳の山体崩壊は，マグマ噴火を伴う山体崩壊として記録の残っている噴火事例であり，崩壊量を見
積もることは山体崩壊の発生・流動プロセスを解明するためにも重要である． 
そこで発表者らは，岩屑なだれの海域での分布を調べるため，2000 年 5月 23日から 2000 年 5月 28日にかけて，

北海道茅部郡鹿部町沖において，測深機とサイドスキャンソナーによる測深および地形解析を実施した．鹿部町沖
の一部では，すでに流山の分布が示されている（鹿部町漁業組合，1991）．今回は，この流山分布域の周辺部を中
心に調査を実施した．測線の総延長は約 97ｋｍである． 
調査の結果，流山地形は，すでに調べられている地域の外側海域でも，連続して存在することがわかった．流

山は分布先端部で少なくなり，また（規模が小さくなる）傾向がある．さらに，堆積物の先端は末端崖とみなせる
特徴的な地形で識別できる．ここでは，末端崖の位置と流山の分布から，海域における，1640 年山体崩壊に伴う
岩屑なだれ堆積物の分布を推定した．得られた分布は，主方向が北東方向と東方向の双頭状となり，給源からの最
大水平流走距離は約 19 km，最大幅は約 15 km となった．その分布面積は約 100 km2 であり，陸上部分の岩屑なだ
れ堆積物の分布面積と合わせると，総分布面積は約 150 km2 となる． 
今後は，堆積物の厚さを求め，崩壊体積を見積もる必要がある．体積を求めるには，例えば，崩壊前の海底地

形を仮定して現地形との差をとる方法があるが（Satake and Kato, 2000），駒ヶ岳の場合は分布が双頭状であるな
ど複雑なため，陸上の崩壊地形との連続性などを考慮して検討していく予定である． 


